
１．科目名（単位数） 養護教育学　（2単位）
３．科目番号 EDHE2301

２．授業担当教員 石垣久美子

４．授業形態 講義、グループ討議、発表 ５．開講学期 春期

６．履修条件・
他科目との関係

７．講義概要

児童生徒の健康課題が多様化する中、平成 20年中央教育審議会答申における養護教諭に関する記述から
は、その専門性に対する期待の大きさを読み取ることができる。養護教諭の職務は、学校教育法 37条 12項
において「養護教諭は児童の養護をつかさどる」と記されており、他の教職員にはない独自の活動を理解
し、これを展開することのできる力量を形成することは、養護教諭を目指す者にとって大変重要である。本
講義では、養護教諭の歴史的変遷や、その固有の職務内容を概観することにより、「養護教諭の実践する養
護とは何か」を、明らかにしていく。また、学校保健領域における養護教諭の具体的実践について学び、取
り組みの基本的スタンスを身につける。

８．学習目標

①　養護教諭の歴史的変遷を理解し、学校教育に果たす養護教諭の役割について説明することができる。
②　養護の概念を体得するとともに、養護教諭独自の活動の展開について、具体的に考えることができる。
③　子どもが主体の学校教育を基本として、効果的な保健教育活動のあり方について説明することができ
る。
④　保健室の機能と養護教諭の活動過程を理解し、これからの時代に必要とされる養護教諭の基本的スタン

スを身につける。
９．アサイメント

（宿題）及びレ
ポート課題

・授業毎に、講義内容についての感想、まとめに関する小レポートを出題する。
・最終課題レポート：養護教諭における「養護」とは何か。またそのことを踏まえ、自らの「理想とする養

護教諭像」について述べよ。 (1000字程・第 15回提出）

10．教科書・参考
書・教材

【教科書】編著　竹鼻ゆかり・齋藤千景・籠谷恵
　　　　　『新版　養護学概論　―養護教諭の専門性と根拠に基づく養護実践―』東山書房
【参考書】学校保健・安全実務研究会編著『新訂版 学校保健実務必携』第一法規
【教　材】テーマごとに文部科学省、日本学校保健会等から発行されている資料を配布する。

11．成績評価の規準
と評定の方法

○成績評価の規準
１．養護教諭にかかわる歴史、役割、仕事内容などについて理解し、説明することができるようになった
か。
２．保健教育活動や保健室の機能を理解し、実際に保健室経営に取り組める力がついたか。
○評定の方法
[授業への積極的参加度、日常の受講態度、レポート等を総合して評価する。
１　授業への積極的参加（発表，発言内容など）　　　 総合点の３０％
２　期末レポート（試験も含む）　　　　　　　　　 　総合点の４０％
３　課題レポート（宿題、小レポート、中間レポート）総合点の３０％
上記のほかに、本学の規定に定められている 3/4以上の出席が単位の修得の条件であることも配慮する。

12．受講生への
メッセージ

本科目では養護教諭の全般的な活動を概観し、その出発点となる「養護」の概念についての理解を深めて
いきます。講義を通して、他の教職員にはない養護教諭独自の専門性や、「養護」という視点からの教育活
動あるいは支援活動のあり方を見出すとともに、受講生の皆さんが「自分だったらどうするか」ということ
を積極的に考える姿勢を重視していきます。時代背景とともに変遷してきた養護教諭の職務についても振り
返りながら、現在あるいは未来の養護教諭像について、一緒に考えていきましょう。

13．オフィスアワー 別途通知する。
14．授業展開及び授業内容
講義日程 授業内容 学習課題

第１回
オリエンテーション
養護教育学で目指すもの、授業の目的を理解する。

事前学習
現段階での「養護」や「保健室」のイメージ
について、自分なりの考えを持って講義に臨
む。

事後学習
授業の目的について理解したこと等、自分の
考えをまとめる。

第２回

Ⅰ　養護の概念と養護教諭
①「養護」とは何か
・養護教諭の職務の法的位置づけ
・ヘルスプロモーションと養護教諭

事前学習

教科書 pp.2～13 を熟読し、養護の本質と概
念について予習をしておく。ヘルスプロモー
ションについて調べ、養護教諭の職務との関
連性について、自分の考えをまとめておく。

事後学習
養護教諭の職務の法的位置づけやヘルスプロ
モーションの観点から、「養護とは何か」に
ついて、自分の考えをまとめる。

第３回
②養護教諭の活動過程
・教育における養護活動の位置付け
・養護活動の過程

事前学習
教科書 pp.103～111を熟読し、養護教諭の活
動過程について予習をしておく。

事後学習
養護教諭の活動過程について、本時の講義を
通して、感じたことやわかったことについ
て、自分の考えをまとめる。

第４回
③養護教諭の専門性
・養護教諭の歴史
・各種答申における養護教諭の役割の変遷

事前学習
教科書の pp.14～48を熟読し、養護教諭の歴
史について予習をしておく。

事後学習 養護教諭の専門性に関し、本時の講義を通し



て、感じたことやわかったことについて、自
分の考えをまとめる。

第５回
④養護教諭と保健室・保健室経営
・養護教諭の職務の特質と保健室の機能
・保健室経営計画の必要性

事前学習
教科書 pp.90～102 を熟読し、保健室や保健
室経営の特徴について、予習をしておく。

事後学習
保健室の機能をふまえ、自らの理想とする保
健室のレイアウト案を考える。

第６回

Ⅱ養護教諭の職務の実際
①保健管理
・定期健康診断の進め方
　　実施および事後措置上の留意点

事前学習
教科書 pp.124～137を熟読し、健康診断の運
営のあり方について予習をしておく。

事後学習
健康診断を行う際に養護教諭として留意すべ
き点について、について、自分の考えをまと
める。

第７回
・救急処置の進め方
　　養護教諭の役割と救急処置の範囲
　　アセスメントや対応の留意点

事前学習
教科書 pp.168～175を熟読し、養護教諭の行
う救急処置活動の基本事項について予習して
おく。

事後学習
学校救急処置において、養護教諭が果たすべ
き役割について、自分の考えをまとめる。

第８回
・健康相談、健康相談活動の進め方
　　心身の健康問題についての事例検討

事前学習
教科書の pp.204～212を熟読し、養護教諭の
行う健康相談について予習しておく。

事後学習
心身の健康に課題を持つ児童生徒への対応に
関し、事例検討を通して感じたことやわかっ
たことについて、自分の考えをまとめる。

第９回

②保健教育
・養護教諭の行う個別の保健指導
　　法的位置づけ
　　個別の保健指導の実践事例

事前学習
教科書 pp.204～212を熟読し、養護教諭の行
う保健指導の留意点について予習をする。

事後学習
個別の保健指導を進める際の留意点に関し、
本時の講義を通して感じたことやわかったこ
とについて、自分の考えをまとめる。

第１０回
・集団を対象とした保健教育（教科・特別活動等）
　　教育課程内での位置づけ
　　養護教諭が授業を行うメリット・デメリット

事前学習
教科書の pp.184～203を熟読し、養護教諭の
行う健康教育の留意点について予習をしてお
く。

事後学習

養護教諭が教室に出向いて授業を実践するこ
とのメリット・デメリットについて、感じた
ことやわかったことについて、自分の考えを
まとめる。

第１１回
③保健組織活動
・各種委員会活動における養護教諭の役割

事前学習
教科書 pp.213～219を熟読し、保健組織活動
にについて、予習しておく。

事後学習
保健組織活動に関し、本時の講義を通して感
じたことやわかったことについて、自分の考
えをまとめる。

第１２回

Ⅲ　児童生徒の健康課題と養護活動の展開
①感染症の予防と集団の健康管理
・インフルエンザ・ノロウイルス等

事前学習
教科書 pp.155～167を熟読し、学校における
感染症予防について、予習しておく。

事後学習

感染症の予防や拡大防止において養護教諭が
果たすべき役割に関し、本時の講義を通して
感じたことやわかったことについて、自分の
考えをまとめる。

第１３回
②慢性疾患を持つ児童生徒への対応
・心臓疾患・糖尿病、アレルギー疾患等

事前学習
教科書の pp.137～155を熟読し、慢性疾患を
持つ子どもへの養護について、予習をしてお
く。

事後学習
慢性疾患を持つ児童生徒への支援に関し、本
時の講義を通して感じたことやわかったこと
について、自分の考えをまとめる。

第１４回
③心の健康問題を持つ児童生徒への対応
・保健室登校・保健室頻回来室・不登校等

事前学習
教科書の pp.22～27を熟読し、心の課題を抱
えた子どもへの養護について、予習をしてお
く。

事後学習
心の健康に課題を持つ児童生徒への支援に関
し、本時の講義を通して感じたことやわかっ
たことについて、自分の考えをまとめる。

第１５回

まとめ：「養護」とは何か
・最終課題レポートに記載した内容に基づいて、グルー

プディスカッションを行う。
・受講者各自が習得した「養護」についての概念を共有

し、養護教諭の職務のあり方について総括する。

事前学習
＜最終課題レポート＞
本講義の内容をふまえ、「養護とは何か」に
ついてレポートを作成する。

事後学習
グループディスカッションを通して新たに得
た考え方を踏まえて、全講義内容の振り返り
を行う。


